
使 徒 6

"そのころ、弟子たちがふえるにつれて、ギリシヤ語を使うユダヤ人たちが、ヘブル語を

使うユダヤ人たちに対して苦情を申し立てた。彼らのうちのやもめたちが、毎日の配給

でなおざりにされていたからである。"

使徒の働き 6 章 1 節

"そこで、十二使徒は弟子たち全員を呼び集めてこう言った。「私たちが神のことばをあ

と回しにして、食卓のことに仕えるのはよくありません。"

使徒の働き 6 章 2 節

"なぜなら、神の国は飲み食いのことではなく、義と平和と聖霊による喜びだからです。

このようにキリストに仕える人は、神に喜ばれ、また人々にも認められるのです。

そういうわけですから、私たちは、平和に役立つことと、お互いの霊的成長に役立つこ

ととを追い求めましょう。"

ローマ人への手紙 14 章 17～19 節

"そこで、兄弟たち。あなたがたの中から、御霊と知恵とに満ちた、評判の良い人たち七

人を選びなさい。私たちはその人たちをこの仕事に当たらせることにします。

そして、私たちは、もっぱら祈りとみことばの奉仕に励むことにします。」"

使徒の働き 6 章 3～4 節

"この提案は全員の承認するところとなり、彼らは、信仰と聖霊とに満ちた人ステパノ、

およびピリポ、プロコロ、ニカノル、テモン、パルメナ、アンテオケの改宗者ニコラオ

を選び、

この人たちを使徒たちの前に立たせた。そこで使徒たちは祈って、手を彼らの上に置い

た。

こうして神のことばは、ますます広まって行き、エルサレムで、弟子の数が非常にふえ

て行った。そして、多くの祭司たちが次々に信仰に入った。"

使徒の働き 6 章 5～7 節

"さて、ステパノは恵みと力とに満ち、人々の間で、すばらしい不思議なわざとしるしを

行っていた。

ところが、いわゆるリベルテンの会堂に属する人々で、クレネ人、アレキサンドリヤ人、

キリキヤやアジヤから来た人々などが立ち上がって、ステパノと議論した。

しかし、彼が知恵と御霊によって語っていたので、それに対抗することができなかった。

"

使徒の働き 6 章 8～10 節

"信じる人々には次のようなしるしが伴います。すなわち、わたしの名によって悪霊を追

い出し、新しいことばを語り、

蛇をもつかみ、たとい毒を飲んでも決して害を受けず、また、病人に手を置けば病人は

いやされます。」"

マルコの福音書 16 章 17～18 節



"そこで、彼らは出て行って、至る所で福音を宣べ伝えた。主は彼らとともに働き、みこ

とばに伴うしるしをもって、みことばを確かなものとされた。

マルコの福音書 16 章 20 節

"そこで、彼らはある人々をそそのかし、「私たちは彼がモーセと神とをけがすことばを

語るのを聞いた」と言わせた。

また、民衆と長老たちと律法学者たちを扇動し、彼を襲って捕らえ、議会にひっぱって

行った。

そして、偽りの証人たちを立てて、こう言わせた。「この人は、この聖なる所と律法と

に逆らうことばを語るのをやめません。

『あのナザレ人イエスはこの聖なる所をこわし、モーセが私たちに伝えた慣例を変えて

しまう』と彼が言うのを、私たちは聞きました。」

議会で席に着いていた人々はみな、ステパノに目を注いだ。すると彼の顔は御使いの顔

のように見えた。"

使徒の働き 6 章 11～15 節

"また、あなたがたは、わたしのゆえに、総督たちや王たちの前に連れて行かれます。そ

れは、彼らと異邦人たちにあかしをするためです。

人々があなたがたを引き渡したとき、どのように話そうか、何を話そうかと心配するに

は及びません。話すべきことは、そのとき示されるからです。

というのは、話すのはあなたがたではなく、あなたがたのうちにあって話されるあなた

がたの父の御霊だからです。"

マタイの福音書 10 章 18～20 節

"神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、神がすべて

のことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています。"

ローマ人への手紙 8 章 28 節

"では、これらのことからどう言えるでしょう。神が私たちの味方であるなら、だれが私

たちに敵対できるでしょう。"

ローマ人への手紙 8 章 31 節


